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22.2％（米国に次ぐ第 2 位）、ファウンドリで 71.4％（世界第 1 位）、パッケージとテストで
55.9％（世界 1 位）である（IEK, 各年版の 2015 年版）。
2 例えば、2013 年の世界ファブレス売上高 Top 25 に、台湾企業は 5 社入っている（4 位
MediaTek、11 位 Novatek、13 位 MStar、16 位 Realtek、19 位 Himax）。ちなみに、Top 25 社の内




PC 93.7％、デスクトップ PC 46.0％、マザーボード 94.0％、ネットブック 88.3％、セットトッ















































木, 2010, 第 3 章）。図 2 は、これをサッカーのパス回しに譬え、そのイメージを示した
ものである。
図 2 ストーリーの「筋の良さ」








は、PC 用 Chipset 企業（SiS、VIA 、ALi）、台湾ファブレス断トツ 1 位の MediaTek、マ
ルチメディア関連等の多角化企業（Sunplus、Realtek）、LCD（liquid crystal display）Driver




















以下、第 2 節では、台湾 IC 設計業の発展状況を概観し、その後の分析の背景説明と
する。第 3 節では、台湾ファブレスの基本的な競争戦略とその構成要素を検討し、戦略
ストーリーを描く。第 4 節では、主要企業 10 社の事例分析を通して企業ごとの違いに
注目する。第 5 節は、結論にかえて「MediaTek は何故、断トツか？」を検討する。
2．台湾 IC設計業の発展概況










ちなみに図 4 は、台湾 IC 産業のうち製造業の生産額（うちファウンドリの生産額）
およびファウンドリの生産額成長率を示したものである。上の図 3 と見比べると、生産
額の成長動向において IC 産業全体と製造業とがほぼ同じ基調にあり、製造業（とりわ
けファウンドリ業）が IC 産業全体の成長動向を概ね規定していることが分かる。IC 製
造業の中でファウンドリ業が占める割合が大きく、しかもその割合が増加する傾向にあ
る。即ち、1990 年代後半は大体 50％台で、2000 年代に入るとほぼ 60％台、2000 年代末
からは概ね 70％台へと上昇している。
では、IC 産業の生産総額において各セグメントが占める比率はどうであろうか。図 5
によると、製造業は 1996 年の 66.7％から次第に比率を下げ 2009 年に 46.1％と最低にな
り、その後やや持ち直して 2014 年には 53.2％となっている。設計業は、1996 年の 11.6％
から徐々に比率を上げ 2009 年に 30.9％とピークに達し、その後やや下げながらも 2014
年には 26.2％である。なお、パッケージ業とテスト業を後工程として括ると、一貫して
合計で 20％前後（18.3％から 25.0％の間）を維持している。以上から、少なくとも 1996
年以降では、製造業が次第に比率を下げ、その分設計業が存在感を増していったと要約
できる。
5図 3 台湾 IC 産業の生産総額とその成長率（単位: 左軸 億 NT$、右軸 ％）
注）NT$＝New Taiwan Dollar、台湾元（以下の図も同様）。
出所）IEK（各年版）のデータに基づき筆者作成。
図 4 台湾 IC 製造業生産額、ファウンドリ生産額、およびファウンドリ生産額成長率


































6図 5 台湾 IC 産業の生産総額における各セグメントの比率（単位: ％）
出所）IEK（各年版）のデータに基づき筆者作成。
2.2 台湾 IC設計業の成長動向
ここでは IC 設計業に限った成長動向をみてみよう。図 6 は設計業の生産額とその成
長率を示したものである。生産額自体は急増しており（例えば、2014 年の値は 2001 年
の 5 倍）、その対前年伸び率は、年ごとにかなり変動があるものの、大まかには 2000 年
前後を境に上昇傾向から下降傾向に転じているようにみえる。
次に、IC 設計業における企業数とその対前年伸び率をみる。図 7 によると、1987 年
の 30 社から 2000 年の 140 社へ増加、さらに 2003 年には 250 社に急増し、その後ほぼ
横ばいである。伸び率も 2001 年頃を境に下降傾向に転じていることが分かる。
『半導体産業年鑑』（IEK, 各年版）をみても、概ね 2000 年代初頭を境に台湾 IC 設計
業（および IC 産業全体）が高度成長期からより成長が困難な時代へ転換したとする指
摘がある。例えば、同『年鑑』1994 年版（但し、内容は主に前年のことを扱っている。
この『年鑑』については以下同様）では、1993 年当時の状況として、台湾 IC 産業は萌
芽期を終えたばかりで、現在まさに高度成長期にあると指摘される。そして、これから
何年かは以下の有利な条件があるとする。即ち、①国内市場のニーズ増加で、1993 年の
台湾国内市場は約 1,200 億 NT$（NT$は台湾元。以下、単に「元」と記す）、うち約 80％
は輸入品で国産品に代替する余地が大きい。②資金面では、台湾プラスチック、宏碁


















④財務健全性、以上が挙げられている（IEK, 各年版の 1994 年版, pp. 貳-14－貳-15）。
図 6 台湾 IC 設計業の生産額と生産額成長率（単位: 左軸 億 NT$、右軸 ％）
出所）IEK（各年版）のデータに基づき筆者作成。
図 7 台湾 IC 設計業における企業数と企業数成長率（単位: 左軸 社、右軸 ％）
出所）IEK（各年版）のデータに基づき筆者作成。



















































































































































8世代の設計費用は少なく見て 600 万米ドル、0.13μm ではその倍以上となり、資金力の
限られた業者にはハードルが高くなる。②2002 年、世界 Top10 ファブレスが同業界総
売上高に占める比率は 62％に達し、各応用分野の上位数社しか生存できない状況にな
ってきた。③1996～2000 年の間には各種半導体応用製品市場が立ち上がり、また資本
市場からの資金も豊富で、新興ファブレスの成功率は 8 割に上ったが、2001 年以降は
創業成功率は 1 割以下に急落するとみられる。④台湾ファブレスの製品は同質性が高
く、同時に中国業者にローエンド市場を蚕食されているため、合併、淘汰が進行中であ
る（IEK, 各年版の 2003 年版, pp. 5-16－5-20）。





版の 2007 年版, p. 9-13）。
加えて、2000 年以降は、台湾の新設ファブレスの類型も以下のようになっていると
いう。即ち、①シリコンバレー帰国設立（RF や WLAN 等国内で手薄な技術・製品にフ
ォーカス）、②大手ファブレスの分社化・投資（事業整理、コア事業への専念のため）、












1990 年代後半から 2000 年代初頭までは、情報処理（PC・周辺機器用）が概ね 60％台を
占め、その後比重を下げながらも 2010 年においても約 40％と大きなシェアがある。通
信（コミュニケーション）は概ね 10％台で推移し、2000 年代の後半に比重を上げ 2010
年には約 20％に達している。コンシューマー電子向けは 1990 年代後半の 20％前後から
その後比重を上げ、2000 年代半ば以降は 40％前後となっている。
さらに細かく見ると、情報処理とは、当初は PC 用のメモリと Chipset が主力で、そ
9の後光学ドライブ（CD-ROM 等）や液晶モニターにシフトしていく。コンシューマー電
子は、当初は玩具（音声・音響・メロディ）、時計、電卓、伝統的ゲーム機等が中心で、
2000 年代半ば以降はデジタル家電（DVD、マルチメディア、フラット TV 等）が台頭す
る。通信は、インターネット関連に加え 2000 年代半ば以降は携帯・スマートフォンが
加わる。なお、その他は、車載用や産業用などを指す。以上を具体的な製品で言うと、
大まかには、PC 用メモリと Chipset→光学ドライブ／プレイヤ （ーCD-ROM、DVD 等）
→液晶モニター／TV→モバイル機器（携帯・スマートフォン等）へと主力応用製品がシ
フトしてきたとまとめられる。
図 8 台湾 IC 設計業の製品応用分野（単位: ％）
出所）IEK（各年版）のデータに基づき筆者作成。
次に、台湾 IC 設計業の製品販売先をみてみよう。図 9 は 1995～2010 年における国・
地域別の顧客分布の変遷を示したものだが、1990 年代後半に北米の比重が 10 数％と一
定程度を占めたのを除くと台湾国内と香港／中国の合計が大半を占めることが分かる
（最低でも 70 数％、多い年は 90％を超える）。その中でも、当初は台湾国内が約 60％
を占め 2000 年代後半以降は 30％強と次第に比重を下げており、他方、香港／中国は当
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10
図 9 台湾 IC 設計業の国・地域別顧客分布（単位: ％）
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台湾 IC 設計業の製品別シェアを見ると、2010 年の数値で、メモリ 10.1％、マイクロ
コンポーネント（MPU、MCU、DSP）9.0％、ロジック IC 72.3％、アナログ IC 8.6％で、
2006～2010 年のデータを見る限りロジック IC の比率は 70％余りを占め台湾 IC 製品の
主力をなしていることが分かる（IEK, 各年版の 2011 年版, p. 6-16）。用途分野別では、
2010 年の数値で、情報処理 40.2％、通信 20.3％、コンシューマー機器 38.0％、その他
1.5％となっており、2006～2010 年のデータを見る限りこの比率に大きな変動はない
（IEK, 各年版の 2011 年版, p. 6-15）。
またロジック IC は汎用性の度合いにより大別して、単一顧客の特定用途向けにカス
タム化された「特定用途顧客向け IC」（ASIC: application specific integrated circuit）と用
途は特定されているが（携帯電話用、デジタル TV 用など）複数顧客向けで標準品的性
質の強い「特定用途向け標準 IC」（ASSP: application specific standard product）がある。
台湾では、ASIC の比率は小さく、標準品である ASSP の開発・設計に重点が置かれて
いる。2010 年の台湾 IC 設計業全体における両者の比率は ASIC：ASSP＝10.1：89.9 で
あり、2001 年以降のデータを見る限り ASSP が 9 割前後を占める状態が続いている。ま
た、1996～2000 年でも概ね 8 割台である（IEK, 各年版）。4 なお、世界的にみて、1980
年代半ば～1990 年代半ばまでは、ASIC の比重が最大の時期（世界 IC 市場の 2 割前後）
であったが、1990 年代半ば以降は一部の ASIC が普及し ASSP になっていったため比重
が低下していった（IEK, 各年版の 1994 年版, p. 6-61）。台湾のケースは、この世界的ト
レンドに準じている。
4 台湾の政府系研究機関が毎年作成している『半導體産業年鑑』（IEK, 各年版）では、IC 設計
業の製品別シェアや ASIC と ASSP の比率、および各カテゴリー内での用途分野別シェアにつ
いてのデータが提示されている。但し、これらの詳細なデータは、同年鑑 2012 年版以降は、何







十分多い場合には ASIC の方が機能的・コスト的にも有利なのだが、近年、IC 開発費の
高騰と製品ライフサイクルの短期化を背景に、複数の顧客や機種で開発費を分担できる

























5 佐野（2012, pp. 87-90）によれば、現在、大規模な SoC（system-on-a-chip）を開発する設計費
は、製品の種類によって大きく異なるが数十億円規模に上ることもあるという。例えば、デジ
タル TV 用の SoC では、設計費は 50 億円規模で、これにフォトマスク製作費（1 億 5,000 万円
程度）とチップ製造費用（前工程 500 円／個、後工程 400 円／個）を要する。この製品の市場




2012, 第 3 章; japan-2008, japan-2014b）。







































































点である。（Markides & Geroski, 2008）。
迅速な二番手戦略は、台湾ファブレス No.1 の MediaTek の成功要因の 1 つとしてしば
しば言及されるものであるが（第 4 節で詳述）、他の優良な台湾ファブレスにも該当す
ると思われる。最近では、MediaTek は、携帯・スマートフォン向け IC の世界的リーダ
ーである Qualcomm への挑戦を開始しており、既に迅速な二番手の域を超えたともいわ





















上されることとなり効力を大幅に減じたが、6 この制度は、台湾 IC 設計業（および他
6 筆者が面談したあるファブレスによると、「以前、景気が良かったころは、我々内部のストッ










たことがある。迅速な転換が出来る秘訣の 1 つは、当社が各種製程、各種 IP を異なる


































IC の設計開発には通常 1.5～2 年は要するため、8 主要顧客との関係は長期的パートナ

















社ごとに若干異なるが、台湾 IC 設計企業（および IT・電子企業）の多くは、プロジェ

































































・ MCU（micro controller unit）メーカーでは、先ず general design を作り、その後、各
顧客のニーズに応じて周辺部分を修正し、あるいはソフトウェアを変更して対応す
る。例えば、Intel 8051 core にメモリ、電源管理などを組合せ、1 つの製品シリーズ
で何十種のバリエーションが出来る。モジュール化設計である（mxic-2014）。































・ 顧客セットメーカー側が、コアパーツである IC チップの開発を複数のファブレス


























































と。14 そして、③先端技術よりも顧客への密着サービスで勝負する台湾 IC 企業は、フ



























を多く抱えている。大手顧客に 2～3 名の FAE を駐在させ、同じシステム内で同居
する自社製 IC と他社製 IC の「相容性」（相性、適合性）の問題に責任を負う。利
点は、ASUS や鴻海などの大手 EMS は多くのブランドメーカーから受注している
ので、彼らのシステムにバグがあると情報がフィードバックされ、各 IC 企業が迅








































sunp-2012, rtk-2013, phis-2009 による）。



















































図 11 台湾主要 IC 設計企業の主要製品分野
注）資料は 2011 年 6 月時点。なお、MStar は 2012 年 6 月に MediaTek に合併された。
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変化が観察される。第 1 に、後の企業事例分析で詳述するように（あるいは、付表 1 も
参照）、少なくとも台湾ファブレスの上位企業では、（日本メーカーの百貨店型製品ライ
ンナップに比べると、依然、選択と集中が保たれているが）主要製品のシフトや製品の












ップ」と呼ばれ、18 「システム LSI」とも呼ばれる（厳密にいうと、システム LSI には
18 SoC は、従来は電子回路基板上に複数のチップを乗せて配線接続する形をとっていたもの
27





ファウンドリの技術能力については、岸本, 2015 を参照せよ）。SoC は、広義には、単に
複数の異なる機能をワンチップ化したものを指す（mxic-2014, iek-2014）。SoC 化は、台
湾でも既に 1990 年代末頃から予想されていた（IEK, 各年版の 1999 年版）。個々のファ
ブレスの製品は異なり、スマートフォンのベースバンド IC のような複雑なものから
LCD Driver のような機能の絞り込まれたものまで様々だが、現在では、程度の差はあれ






















SoC と SiP とどちらが好まれるかはケース・バイ・ケースである。例えば、筆者が面談したあ
るメモリ・メーカー（ファウンドリも兼業）によれば、「ある顧客は、元々MCU と Flash Memory
で SoC を作ろうとしていたが、Flash の価格が急落したため、2 チップの SiP の方が安くつくよ
うになり、SoC にしなかったということがあった」という。また、SiP の中に SoC が含まれるこ
ともあるとして、「現在、台湾の SiP の発展は非常に複雑である。例えば、デジタル IC をアナロ
グ IC と統合し、その後、さらに RF の SoC と混載する。この様なものは至る所にある」と述べ
ている（mxic-2014）。
20 例えば、携帯電話ディスプレイ用 Driver IC では、Timing Controller、DC/DC Converter、Source
Driver IC、Gate Driver IC の統合による SoC 化が発展の主流となっているという（IEK, 各年版の
2006 年版, p. 12-25）。
28




易度が大幅に上昇する（IEK, 各年版の 2005 年版, p. 10-26）。③SoC 技術について、次世
代の大規模な SoC プラットフォームとソフトウェアの研究開発コストは 10 億米ドルほ
どに上り、大手企業が SoC 開発を主導することになる（2006 年当時の資料による）（IEK,
各年版の 2007 年版, p. 10-9）。以上は、基本的にリソースが豊富で組織能力のある大型
企業が有利になることを示唆している。21
なお、実際の SoC の設計開発は、IP の活用を通して行われる。即ち、大規模で複雑
な IC の設計においては、チップ面を幾つもの機能モジュールに分割し其々独立に設計
する。そして一度作った機能モジュールはライブラリーに登録し再利用することで設計
期間とコストを低減する（「IP ベース設計」と呼ぶ）。なお、現在 IC ハードウェアの設
計作業では EDA（electronic design automation）ツール（コンピュータの設計支援ツール）
の活用が不可欠となっている（JEITA, 2012）。ファブレスは、当該製品にとってキーと
なる IP は自社で作るが、周辺的・汎用的部分は他社との協力や外部からの IP ライセン







レスがライバルの手に落ちるのを防ぐためでもある（IEK, 各年版の 2007 年版, p. 9-13）。







































的）高い技術力、顧客ニーズ志向の R&D」（R&D: research and development）は「トータ
ル・ソリューション」提供のための土台であり、逆に、ソリューション提供という戦略
をとったことが技術力の発展や R&D の方向性を左右したとも言えよう。























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































具体的には、PC 用 Chipset 企業（SiS、VIA 、ALi）、マルチメディア事業とモバイル通
信事業を柱とする台湾 No.1 ファブレスの MediaTek、マルチメディア関連等の多角化企
業（Sunplus、Realtek）、LCD Driver IC 企業（Novatek、Himax、ILITEK）、メモリ関連 IC





表 1 に、台湾 IC 設計業の売上高 Top 10 企業について、1991～2014 年のランキングと
売上高の数値を掲載してある。この表から分かることは、以下のことである。第 1 に、
1990 年代は、PC 用 Chipset 企業、具体的には、矽統（SiS）、揚智（ALi）、威盛（VIA）
の 3 社が上位を占めている。第 2 に、1990 年代末から聯發科（MediaTek）が上位に入
り、2002 年以降トップの地位を守り続けている。同社は、マルチメディア事業とモバイ
ル（携帯電話・スマートフォン）事業を柱に広範囲の製品ラインを誇っている。第 3 に、
2000 年代初頭前後から聯詠（Novatek）や奇景（Himax）のような LCD Driver 企業がラ
ンクインした。2000 年代終わり頃から、この 2 社の他に、瑞鼎（Raydium）、奕力（ILITEK）、
旭曜（Orise）（2014 年 4 月に敦泰〔FocalTech〕が買収を発表し 2015 年 1 月に正式買収
された）、矽創（Sitronix）が顔を見せ、近年では Top 10 企業の半数程度が LCD Driver 企
業となっている。第 4 に、2007～2008 年頃から上位 5～6 位企業の顔触れが概ね固定さ
れて来ていることである。産業が相当程度成熟段階に入っていることが窺われる。
そこで、台湾 IC 設計業における産業集中度をみてみよう。図 14 は Top 10、Top 5、
および Top 企業の売上額合計が IC 設計業総売上額に占める割合の変遷を示している。
ここから分かることは以下の通りである。第 1 に、大まかな動きとして、1990 年代初頭
は Top 10 企業の比重が業界全体の 90％を超えており、図 7 と合わせてみると、そもそ
も当時は一定規模に達した企業の数が限られていたことが窺われる。その後、Top 10 の
比重が次第に下がるものの、2004 年を底に増加傾向に転じている。第 2 に、Top 10 と
Top 5 のグラフの動きが 1990 年代半ばから末にかけて一旦開きがみられたものの、その
後近接している。これは上位企業内で集中度が一旦低下した後、再び（Top 5 企業への
集中度が）上昇したことを示している。第 3 に、全体的に Top 企業の比重がかなり大き
く、1990 年代初頭の極端な数値は別としても、2007 年以降 Top 企業 1 社で 20％超であ
り、2014 年には 37％にも上っている。ちなみに 2002 年以降は、MediaTek が継続して
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Top の地位にあり、同社が断トツに存在感を高めていることが分かる。
そこで以下では、上述のように 5 グループ 10 社を取り上げ、各々、その発展経緯を
具体的にみていきたい。第 2 節では、台湾 IC 設計業の主力応用製品分野は、大まかに
は、PC 用メモリと Chipset→光学ドライブ／プレイヤー（CD-ROM、DVD 等）→液晶モ
ニター／TV→モバイル機器（携帯・スマートフォン等）へとシフトしてきたと述べた
が、ここで取り上げる企業事例は、基本的にこれらをカバーしている。
表 1 台湾 IC 設計企業売上高 Top 10（単位: 億元）
注）2014 年の第 8 位「敦泰」は、買収により「旭曜」（2013 年第 9 位）を含んでいる（2014 年 4 月に敦泰
が旭曜の買収を発表し 2015 年 1 月に正式買収された）。
出所）IEK（各年版）のデータに基づき筆者作成。
企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高
1 台灣茂矽 31.2 台灣茂矽 41.0 台灣茂矽 57.0 矽統 26.0 矽統 41.2 矽統 44.7 威盛 43.3 矽統 64.1
2 矽統 8.5 矽統 10.8 矽統 16.0 揚智 18.0 威盛 24.6 揚智 27.2 矽統 31.8 威盛 60.0
3 揚智 8.4 揚智 8.8 揚智 13.0 威盛 13.0 揚智 22.5 威盛 17.7 揚智 31.8 矽成 38.1
4 太欣 7.2 太欣 6.8 瑞昱 6.2 凌陽 10.4 凌陽 14.8 凌陽 15.4 矽成 31.2 揚智 36.1
5 瑞昱 5.0 瑞昱 5.7 太欣 5.2 瑞昱 9.2 鈺創 14.6 瑞昱 15.1 宇慶 30.8 聯發科 28.0
6 通泰 2.8 通泰 2.8 凌陽 4.8 鈺創 7.1 瑞昱 11.4 義隆 12.5 凌陽 25.9 凌陽 27.1
7 台微 1.7 凌陽 1.6 鈺創 2.7 太欣 5.4 義隆 8.6 鈺創 11.2 義隆 20.6 聯詠 24.2
8 偉詮 0.6 偉詮 1.2 普誠 2.1 偉詮 3.3 普誠 6.7 宇慶 9.5 瑞昱 18.4 宇慶 21.5
9 其朋 0.6 其朋 0.8 偉詮 1.8 民生 3.0 偉詮 5.0 台晶 9.0 台晶 17.6 瑞昱 21.3
10 勁傑 0.6 勁傑 0.6 民生 1.6 普誠 2.9 台晶 4.9 民生 6.2 鈺創 15.4 鈺創 21.1
企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高
1 威盛 112.5 威盛 309.4 威盛 341.0 聯發科 295.1 聯發科 380.6 聯發科 405.5 聯發科 528.0 聯發科 564.0
2 矽統 108.4 聯發科 128.6 聯發科 154.0 威盛 252.0 威盛 203.0 威盛 193.7 聯詠 259.8 聯詠 314.3
3 聯發科 56.0 凌陽 62.7 瑞昱 73.0 瑞昱 91.6 凌陽 110.0 凌陽 189.4 威盛 191.3 奇景 241.9
4 凌陽 41.7 矽成 61.3 凌陽 66.0 凌陽 86.4 聯詠 109.0 聯詠 175.1 凌陽 187.8 威盛 214.4
5 揚智 40.1 瑞昱 54.0 揚智 54.0 聯詠 66.9 瑞昱 92.0 矽統 106.5 奇景 177.6 凌陽 170.8
6 盛群 36.0 盛群 45.0 聯詠 42.0 揚智 60.9 揚智 65.0 奇景 100.8 矽統 115.3 群聯 124.5
7 矽成 35.3 晶豪 42.5 義隆 36.0 義隆 40.0 晶豪 53.0 瑞昱 93.1 瑞昱 106.4 瑞昱 124.2
8 瑞昱 32.0 聯詠 41.6 盛群 32.0 晶豪 39.0 義隆 46.2 晶豪 87.0 鈺創 67.1 鈺創 104.8
9 聯詠 26.9 義隆 39.1 晶豪 30.0 智原 34.0 奇景 45.0 鈺創 63.3 群聯 63.1 矽統 79.0
10 義隆 25.6 鈺創 34.1 鈺創 27.0 鈺創 30.6 鈺創 44.0 揚智 60.0 智原 57.5 晨星 73.0
企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高 企業名 売上高
1 聯發科 806.7 聯發科 904.0 聯發科 1155.1 聯發科 1135.2 聯發科 868.6 聯發科 992.6 聯發科 1360.6 聯發科 2130.6
2 聯詠 361.3 奇景 292.1 聯詠 270.0 聯詠 363.0 晨星 357.1 晨星 375.0 聯詠 414.5 聯詠 541.0
3 奇景 301.1 聯詠 261.8 奇景 229.0 晨星 336.0 聯詠 350.3 聯詠 370.1 晨星 336.5 群聯 331.0
4 群聯 202.6 群聯 188.6 群聯 244.6 群聯 318.0 群聯 323.4 群聯 330.8 群聯 321.7 瑞昱 313.0
5 瑞昱 157.1 瑞昱 167.4 瑞昱 202.7 瑞昱 223.0 瑞昱 219.0 瑞昱 246.1 瑞昱 281.8 奇景 254.0
6 威盛 146.8 創意 92.8 創意 82.7 奇景 203.0 奇景 186.7 奇景 218.0 奇景 228.2 立錡 119.0
7 鈺創 132.2 威盛 79.3 立錡 80.3 立錡 121.0 立錡 106.8 立錡 110.2 瑞鼎 109.0 奕力 101.0
8 凌陽 92.1 鈺創 75.6 瑞鼎 78.1 創意 103.0 創意 91.5 瑞鼎 105.6 立錡 107.3 敦泰 99.0
9 創意 69.9 立錡 68.4 凌陽 73.5 瑞鼎 92.0 奕力 90.6 奕力 105.5 奕力 96.3 晶豪 98.0
10 晶豪 68.5 矽創 64.0 鈺創 73.0 鈺創 81.0 瑞鼎 90.6 創意 90.1 旭曜 93.6 凌陽 87.0
2013 20142007 2008 2009 2010 2011 2012
1997 1998
1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
1991 1992 1993 1994 1995 1996
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図 14 台湾 IC 設計業における売上額 Top10、Top5、および Top 企業の業界総売上額に
占める比重（単位: ％）
出所）IEK（各年版）のデータに基づき筆者作成。
4.2 PC用 Chipset企業: SiS、VIA、ALi





高密度の LSI に統合した。PC 用 CPU と Chipset では Intel が圧倒的な力を持ち、他の
Chipset メーカーは主にその互換製品の開発・販売に携わっている。
PC 用 Chipset は台湾 IC 設計業の初期の主力製品であり、主要メーカーは矽統（SiS）、
威盛（VIA）、揚智（ALi）の 3 社である。デスクトップ PC およびそのマザーボードの
製造における台湾メーカーの世界的シェアを追い風に成長した。1993 年時点の資料で
は、台湾 Chipset メーカーの主な競争優位の源泉は、低価格と開発サイクルの短さ22 で
あり、これは国内の優秀・低廉・勤勉な人材リソース、および政府の電子産業に対する
種々の優遇措置を背景としている。しかし IC の設計自体には、特別独特な、あるいは
22 IC 企業全般について、time-to-market が勝利のカギであり、製品規格資料公表、サンプル初
期生産、量産のタイミングをいい加減にしてはならないと指摘される。一旦製品出荷の遅延が
あるとビジネスチャンスが失われる。Chipset 市場のライフサイクルは、約 9 ヵ月であるという














先進的な技術はないのだという（IEK, 各年版の 1994 年版, p. 貳-17） 。他方、1990 年
代末時点の資料では、その頃、台湾企業の世界 Chipset 市場でのシェア（合計）が年々
増加し、1999 年には 45％、Intel に次ぐのみとなった。また同年、VIA と SiS が世界フ
ァブレス Top 10 入りを果たし、売上高では世界的企業に成長したと指摘される（IEK,
各年版の 2000 年版, p. 伍-25）。さて以下では、台湾 Chipset 3 社各々の発展史を簡単に
紹介しよう。
（1）矽統科技（SiS）
SiS は 1987 年創設で台湾ファブレスの中では古参の 1 つである。23 ファブレス売上
高ランキングでも（筆者の手元にある資料の範囲で）1991 年から 1999 年まで上位 3 位
以内に入っており（うち 4 回は最上位）、台湾 IC 設計業初期のリーディング企業と言っ
てよい。しかし、その後、急速に存在感を低下させていく（表 1）。躓きの切っ掛けは、







が重なり経営不振に陥った。結局、2003 年に UMC の支援を受け入れその傘下に入るこ
ととなった。12 吋工場建設計画は中止、工場部門は分社化・UMC へ売却、非中核部門
は分離独立させ、SiS 本体は 2004 年に再び Chipset 中心のファブレスとして復帰した
（そのため 2000～2003 年には、表 1 に SiS は載っていない）。IC 産業における設計と
製造の分業の趨勢を見誤って自ら躓いたといえる（IEK, 各年版の 2001 年版, pp. 5-6－
5-7; 同 2003 年版, pp. 6-21－6-23）。
SiS は、経営不振に陥る前は、ローエンドとメインストリーム向け Chipset 製品ライ
ンナップ主体からハイエンド向け製品へも拡充する構えを見せていた。しかし、UMC
の傘下に入って後は、ラインナップと生産量の縮小に見舞われた。経営の方向性も、
Chipset ベンダーとしての自立的経営から、UMC の子会社として先端製品開発や UMC
の需給の波を吸収するような製品構成の用意へと重点がシフトした。2007年までで Intel
CPU 向け Chipset ビジネスが終焉し、その前後から、メモリモジュール、Audio／Video
等の他分野への参入を試みているが、2006 年を最後に台湾ファブレス Top 10 ランキン
グから姿を消している。2011 年からは Chipse t 事業から徐々に退き、コンシ
23 ここでの SiS に関する記述は、特に断りのない限り、同社 HP と「年報」2013 年版、大原
（2010b）、財信出版（2007, pp. 144-145）などに依拠している。
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ューマー電子向け製品（ Touch Cont rol ler 主軸）にシフトしている。
（2）威盛電子（VIA）
VIA は、元 Intel 技術者の陳文琦氏が 1987 年に米国カリフォルニア州で設立した
Symphony が実質的な前身と看做せ、陳氏は、1992 年に台湾で王雪紅氏（台湾プラスチ
ック創始者・王永慶氏の娘。現在、スマートフォン大手の宏達電〔HTC〕の董事長）が
創設した VIA に総経理として加わった（陳氏と王氏は、2003 年に結婚）。24 この 2 名と
陳氏のかつての同僚で研究開発担当の林子牧氏が経営の中心である。Chipset 事業では、
1999 年に発売した「Apollo Pro 133A」が好評を博し、Intel の製品戦略の不備とも相俟っ
て、2000 年には世界シェアの過半を得た。しかし、VIA の快進撃は Intel の警戒感を刺
激し、2001 年には Pentium 4 互換 Chipset に関して訴訟合戦が始まる。2003 年には和解
に達したものの、その間他社にシェアを奪われ、2003 年には収益が赤字に転落した。
Intel との和解の条件で、VIA が Intel Pentium 4 バス向け Chipset を販売できるのは 2007
年までとなっていたこともあり、Intel 向け互換 Chipset 事業はその頃に終了する。
なお、VIA は 1999 年に、Cyrix と IDT の買収により CPU 分野にも進出しており、同
社の Chipset 事業は、その後、自社 CPU 向けに限定されている。このように同社の Chipset
事業は Intel との訴訟合戦を境に低調になっていったが、これに代わるように、CPU 部
門が盛り上がってきた。2001 年から発表されている VIA Eden シリーズは、PC 用のみ
ならず組込み用途を意識した製品で、Set-Top-Box やモバイル用など低消費電力が期待
される用途で採用されている。この他、同社の CPU には C3、C7、Nano といったライ
ンナップがあるが、ハイパフォーマンス路線はとらず、安価・省電力の利点を活かした、
組込み向けや中国等途上国市場向けが主である。例えば、VIA は 2008 年に中国・深圳
で「オープン式超モバイル産業戦略的同盟」（「開放式超移動産業策略聯盟」）を設立し、
自社の CPU をプラットフォームとし中国地場メーカーによるノート PC やミニノート
の製造を促進しようとしている（IEK, 各年版の 2009 年版, p. 6-18）。同様に 2013 年に
は、中国政府と繋がりのある上海聯和投資公司と合弁会社を設立し、「威盛中國芯」ブ
ランドで中国の低価格モバイル機器向け市場の開拓を目指しているという（IEK, 各年
版の 2014 年版, p. 5-20）。
（3）揚智科技（ALi）
ALi は、1987 年、米国シリコンバレーで長年経験を積んだ莊人川、呉欽智、李曉均 3
名の博士が Acer グループ施振榮董事長の招きにより同グループ内に設立した「Acer
Laboratory Inc.」が前身で、1993 年に独立した（但し、その後も広義には Acer グループ
24 ここでの VIA に関する記述は、特に断りのない限り、同社 HP と「年報」2014 年版に加え、
大原（2010a）、大原（2009）、財信出版社（2009, pp. 134-135）などに依拠している。また、
VIA の創業の経緯と Intel との確執については、朝元（2014）が詳しい。
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の一員であった）。25 SiS と並んで台湾ファブレスの古参の 1 つと言える。但し、ALi は
Chipset 以外の製品群も多く扱っており、SiS や VIA ほど Chipset 事業に注力していなか
った。そのため、新製品の投入頻度や新機能の追加といった点で両社の後塵を拝し、市
場での存在感が薄かったという。2000 年に業績が悪化した一因も新製品投入スケジュ








その後、経営再建の一環として、2002 年に、PC 用 Chipset 事業を「宇力電子」（ULi
Electronics）として、WLAN 用 IC 事業を「智通電子」（ALinx Technology）として各々独
立させる。ALi 本体にはコンシューマー電子向けの様々な Controller が残った。2004 年
に Acer から MediaTek 傘下に移り、Set-Top-Box、Personal Media Player、notebook Image
Capture Solution に焦点を移した。特に Set-Top-Box 用 IC では、現在、世界有数のシェア
を誇るが、Top 10 ランキングからは 2004 年を最後に消えている。なお、Chipset 事業を
引き継いだ ULi は、2005 年に米 NVIDIA に買収された。
以上、台湾 Chipset 企業 3 社の発展経緯を紹介したが、現状では、何れも Chipset 事業
から退出し（VIA は自社 CPU 向けに限定）、台湾ファブレス Top 10 ランキングからも
姿を消している。陳・林（2013）では、IC 設計業界でしばしば観察される「一代拳王」




Intel の戦略に翻弄される運命を免れなかったといえる。もっとも、少なくとも VIA と
ALi は、各々、CPU 関連と Set-Top-Box 用 IC に事業焦点をシフトして相当の業績をあ
げ続けており、これら台湾古参ファブレスはむしろ称賛に値するだろう。
4.3 マルチメディア事業とモバイル通信事業を柱とする台湾 Top ファブレス: MediaTek
聯發科技（MediaTek）は、1997 年、台湾初の本格的 IC メーカーである UMC（1980
年創設）の PC 周辺／光ディスク・ドライブ用 IC 設計部門がスピンオフして創設され




政府系研究機関の工業技術研究院（ITRI）が米国 RCA に派遣した技術者チームに IC 設
計技術者として参加した。その後、ITRI からスピンオフした UMC で要職を歴任、1994
年には、第二事務部（コンシューマー電子・マルチメディア製品向け IC 部門）總裁に
就任した。1997 年に UMC を離れ MediaTek を創設し、翌年 1998 年には同社は早くも台
湾ファブレス Top 10 入りを果たした。2002 年以降現在に至るまで同社は台湾ファブレ
ス Top の地位に君臨しており、経営者の蔡氏は「台湾 IC 設計業の教父」と呼ばれてい
る。MediaTek は現在、モバイル通信用、WLAN、GPS 用、光ディスク・ドライブ用、デ











に参入すること（「first to the market」）よりも最も早く経済規模に到達すること（「first to
the scale」）が重要であるとの考え方がある（蔡明介, 2007, p. 44, p. 48）。ただ、参入すべ
き製品を適切に選び、タイミングよく技術・販路を準備することは決して容易なことで
はない。以下では、マルチメディア事業とモバイル通信事業の 2 つに分け、MediaTek の
成長の軌跡を検討する。
（1）マルチメディア事業
MediaTek の最初の製品は CD-ROM ドライブ用チップである。27 その選択の背後に
は、1990 年代末当時、台湾ハイテク産業の中心は PC・周辺機器で、PC には光学ドライ
ブが必ず搭載される。加えて、光学ドライブには機械式駆動部分があり（Intel にほぼ牛
耳られている）CPU に機能統合されることはないという判断があった（mtk-2015）。28
26 筆者が確認できた限りで、少なくとも 2007 年以降 Top 5 以内に入っている
27 ここでのマルチメディア事業についての記述は、特に断りのない限り、主に MediaTek の HP
と「年報」2014 年版、そして朝元（2012）を参考にした。
28 付け加えると、Chipset や GPU（graphics processing unit）など PC 中核部分の製品では、Intel































CMOS（complementary metal oxide semiconductor。相補型金属酸化膜半導体）プロセスを
し易いという判断があった（賴彦儒, 2002）。
29 加えて、日本の半導体業界 OB によれば、実は、日本の大手半導体メーカーS 社が、当時
CD-ROM ドライブ用 IC を作るにあたって、ソフトウェアの製作を MediaTek に委託した。その
際に関連技術・ノウハウを気前よく渡したことが、MediaTek のその後の成功に大きく貢献して
いるのだという（japan-2015）。
30 例えば、2002 年当時の記事で、MediaTek の光学ドライブ／プレイヤー分野の製品は CD-ROM
／RW と DVD-ROM／Player／RW 向け IC で、2001 年の世界市場シェアは、CD-ROM と DVD-
ROM で各々59％と 29％（DVD-ROM は IDM 製造分を除くと 50％）、CD-RW では 13％に達して
いる（賴彦儒, 2002）。但し、同じ光学ドライブ関連でも、VCD（Video-CD）や DVD Writer、DVD





また、同社は早くからデジタル TV 用 IC の開発も進めており、2005 年には、米国規
格の ATSC と欧州規格の DVB-T に向けた TV 用チップも発売している。この分野では、
MediaTek は MPEG 2 等のコア技術を持ち、企業買収やライセンシングを通してそれを
補強していった。ここでも高度に統合された使い勝手の良いソリューション（Video
Decoder、De-interlace、Scaler などをワンチップに統合）を提供し、Philips や Samsung な
どの大手を含む TV メーカーからも採用された。とりわけ、米国のファブレス液晶 TV
メーカーの VIZIO は、MediaTek のソリューションを採用し台湾 EMS の瑞軒科技と鴻
海精密工業に製造委託することで、北米市場で急速にシェアを伸ばし、2007 年第 2 四







行された（mtk-2015）。2000 年に同分野への参入を正式発表し、50 億元の資金と 300 名













32 ここでモバイル通信事業についての記述は、特に断りのない限り、主に MediaTek の HP と「年
報」2014 年版を参考にしている。
33 GSM（global system for mobile communications）とは、携帯電話に使われている無線通信方式の
1 つ。ヨーロッパやアジアを中心に 100 ヵ国以上で利用されており、第 2 世代移動通信システム

















ア最大の半導体商社で台湾の WPG Holdings（大聯大）である。WPG は経営統合や買収
を通して多くの会社が構築していた顧客データベースを統合し管理してきた（他方、

















34 携帯用の参照設計は、1 つの製品（IC チップ）に 1 つで、1 つの世代の製品ライフサイクル
は、現在では、大体 1 年である。顧客ニーズは、FAE を通してフィードバックされ、次世代製
品の開発時に考慮される（mtk-2015）。




たことがある（呂愛麗, 2012; 吳琬瑜・江逸之・王曉玟, 2013）。





長した。fast-second mover から leader へ転換するために、MediaTek はここ数年、経営幹
部および董事（取締役）に技術開発やマーケティング＆ブランド、国際経営面で国内外
の第 1 級の人材確保に努めており、その中には、元 Qualcomm の幹部であった周漁君氏
（資深副総経理・技術長）や J. E. Lodenius 氏（副総経理・行銷長＝チーフ・マーケティ
ング・オフィサー）が含まれる（王曉玟, 2013）。
MediaTek の快進撃に迫られ、業界リーダーでハイエンド市場向けチップを中心とし
ていた Qualcomm も 2011 年頃から QRD の提供を開始し、中国をはじめとする新興国市















と RF トランシーバ IC）の 2009 年出荷数で、MediaTek は 75％を占めた（竹居・大槻, 2010）。
36 2012 年 12 月時点での筆者による MediaTek での面談によれば、「我々のターンキー・ソリュ
ーションの成功を見て、Qualcomm も参照設計を学習し始めた。我々から見ると、Qualcomm は
良くやっているが、．．．我々が 100％なら Qualcomm は 85％で、技術力がやや劣る顧客は使いこ








力を入れている。例えば、2007 年 1 月時点の記事によれば、同社は、台湾大学と交通大
学の各々を賛助しトップクラスの学術実験室を設立し、未来志向の技術開発を実施して
いる。即ち、同社が携帯電話用チップへの参入を開始したばかりの頃、台湾では無線通








拠点を含めると、2014 年時点で、同社の社員約 1 万 2,000 人のうち研究開発人員（技術
人員）は約 1 万人で、台湾ファブレスの中では断トツに多い（付表 1 参照）。39
37 MediaTek では、例えば、2006 年度で社員 1 人当たり平均約 2,000 万円（日本円換算。日本と




う（龐文真, 2006, p. 163）。









39 筆者の面談によると、MediaTek のエンジニアのうち、design engineer（chip designer）は 30％
以下で、残りの 70％以上は system development engineer（同社では FAE のことをこう呼ぶ。ソ
フトウェアを作成し顧客の問題解決に当たる）であるという。これにマーケティング人員を加
えた 3 者の影響力・役割分担を尋ねると、①製品規格制定段階（製品の特徴、スペックを決め
る段階）では、マーケティング、system development engineer、design engineer の 3 者の力量が結
合し、同じように重要である。②製品開発段階では、design engineer が主導権を持つ。③顧客
プロモーション段階では、system development engineer が主導する。なお、同社の人材のうち 3
分の 1 は中国にいる。その大部分は、system development engineer と customer support 担当者で
ある。特に、同社にとって中国はソフトウェア方面の人材プールとして非常に重要だという
46











原相科技（PixArt Imaging。技術は CMOS イメージセンサー）、曜鵬科技（Alpha Imaging
Technology。携帯カメラ用画像処理器）、揚智科技（ALi。MP3 用 IC）、絡達科技（Airoha
Technology。RF IC）、宜霖科技（ElecVision。指紋識別センサー）、雷凌科技（Ralink
Technology。ADSL 用 IC）、奕力科技（ILITEK。Touch Controller）、晨星半導體（MStar
Semiconductor。TV・モニター用 Controller、携帯電話ベースバンド IC）、立錡科技（Richtek
Technology。電源管理 IC）などがあり、国外企業では、ADI（Analog Devices）の携帯ベ
ースバンド IC 部門（中国 3G 規格 TD-SCDMA 市場参入を念頭に）、K-WILL（KDDI 傘
下。Video DNA 技術）などがある（以上、朝元, 2012 等を参考にした）。なかでも、MStar
は 2013 年に台湾ファブレス売上高で第 3 位にランクインした大手で、MediaTek とは製
品ラインが多く競合する。この大型合併により（2012 年 6 月発表、2014 年 2 月完了）、
MediaTek は 2013 年のファブレス売上世界ランキングでは、Qualcomm と Broadcom に
次ぐ 3 位に入った（晨星との合計）。後発企業の MediaTek は、米日等の先進国企業を含
む多数の企業との間に激しい特許係争を繰り広げつつ、自社開発や買収、ライセンシン
グを通じて自社の知財を強化してきたのである（大槻, 2007, p. 96）。こうした積極的な
買収・合併は、台湾ファブレス売上高ランキングで第 1 位の同社と 2 位以下とのギャッ
プが拡大している背景であり、買収・合併により規模が著しく巨大化する現象は台湾の
（mtk-2015）。
40 これに関連して、蔡明介（2007, p. 139）は、「Low Cost Solution の能力が MediaTek の最重要
コアコンピタンスである。Low Cost Solution は、一層イノベーティブなシステム・アーキテク
チャと一層先進的なデジタルとアナログの電子回路設計、および一層複雑なシステム・ソフト
ウェアを要するもので、決して Low Technology ではない」（意訳）と主張する。ここで「Low
Cost Solution」とは、低コストの SoC プラットフォームと同義と思われる。





































42 事業領域を超えた技術シナジーの 1 例として、DVD ドライブ関連で開発した優れた Video &
Audio Proseccor に、更に研究開発を加え、携帯通信チップと HDTV で使用可能となったことが
あげられる。「もし各事業部間にチームワークの精神がなかったら、MediaTek は急速に成長で
きなかっただろう」と指摘される（龐文真, 2006, p. 155）。
48
図 15 MediaTek の技術発展経緯
注）BB=broadband、CD-RW=compact disc-rewritable、DTV=digital TV、DVD=digital versatile disc、HD-
DVD=high definition-DVD、HDTV=high definition TV、GPRS=general packet radio service、GSM=global system
for mobile communications、MPEG=moving picture experts group、RF=radio-frequency、WCDMA=wideband code
division multiple access
出所）張殿文（2006）p. 161 より引用（元ソースは、MediaTek 提供資料）。






Labs」を開始した。その中で、IoT 用 SoC の「Aster」と OS、ハードとソフトの開発キ
ット、Web サイトを通じた情報共有・テクニカルサポート等を含んだ「LinkIt」開発フ
ラットフォームを公開した。このエコシステムには、2014 年現在で、Acer、百度（Baidu）、
Yahoo、中華電信、中国移動、Amazon、小米や MediaTek 傘下の台湾 IC 設計業者（PixArt、







20082003 2004 2005 2006 2007
CD-RW Combi DVD RW
DVD-Player DVD-Recorder HD-DVD





RF GPRS IC 3G WCDMA RF IC













43 当時業界では PC 周辺機器向けが中心であったが、同社はコンシューマー電子向け
IC、具体的には音声 IC（時計、電話機用）や玩具・ギフト用に焦点を当て順調に成長し
た。44 1997 年頃を境に、こうしたニッチ型カスタマイズ製品から、デジタルカメラ用、
VCD（Video-CD）用、DVD Player 用等のマルチメディア分野標準品 IC に多角化した。
さらに LCD Driver、携帯・通信用にも拡大した。その一環として 2005 年に、工業技術
研究院電子通訊所の 3G 携帯 IC 研究開発チームを買収し、携帯用ベースバンド・プロ
セッサーの開発にも進出した。こうして 2004～2005 年頃までは売上高も年々増加し、




















れた。即ち、LCD Driver／Controller IC 事業は旭曜（Orise）へ、Controller・PC 周辺機器
向け IC 事業は凌陽創新（Sunplus IT）へ、パーソナル・エンターテーメントとコミュニ
43 以下の Sunplus についての記述は、特に断りのない限り、主に同社 HP、筆者自身の面談
（sunp-2012, sunp-2015）、邱奕嘉・曲祉寧・李岱砡（2010）に依拠している。
44 後発の Sumplus がコンシューマー電子向け IC で成功出来たのは、当初、徹頭徹尾当該分野
に集中したからである。即ち、蔡明介（2007, pp. 156-157）によれば、「世界のファブレスの中
では、コンシューマー電子向け IC は比較的 low-end な製品ととらえる傾向があり、エンジニア
は PC や通信関連製品の開発担当に移りたいと願う。そのため先進国ファブレスおよび UMC や






が分割され、さらに 3G 携帯電話チップ事業の恆通高科（HT Mobile）が分割された。
2014 年時点では、Generalplus、Sunext、Sunplus IT、Orise、芯鼎（iCatch、デジタルカメ
ラ用／Image Signal Processor）、傳芯（S2-Tek、TV 用 IC）の 6 つの重要な子会社がある。
本社の Sunplus は、家庭娯楽用（DVD、TV、Set-Top-Box 等向け）事業と子会社のサポ







































とする 7 人の技術チームを核に創設された。48 台湾ファブレス業界先駆者の 1 つであ
る。1991 年に自社開発技術を基に Ethernet カード Controller IC 分野に参入した。1997 年
には、Intel に先駆け世界初のワンチップ化された高速 Ethernet カード用 IC を発表し注
目を浴びた。その後も、Ethernet カード関連の他、WLAN 関連、Audio Codec、LCD モ
ニターController、Smart TV SoC、Digital Media Processor 等を製品ラインナップに加えて
行った。例えば、2007 年当時では、高速 Ethernet カード IC、LCD モニターController、
Audio Codec が同社の 3 大主力製品となっている。
2014 年では、通信ネットワーク製品（Broadband Access Controller、Gateway Controller、
Ethernet Controller、WLAN 等）が売上高の約 60％、PC 周辺（PC/Consumer Audio Codec、
Card Reader、Clock Generator、PC Camera Controller 等）が約 20％、マルチメディア（LCD
Monitor Controller、Smart TV SoC 等）が約 20％とバランスよく多角化している。なかで
も、有線 LAN（Ethernet）IC や Audio Codec においては世界的シェアを有しており、特
に低価格市場ではデファクトスタンダードと言うべき評価を獲得している。近年は、タ
ブレットやスマートフォン向け WLAN（Wi-Fi）や高解像度 TV 用、および IoT、ウェア
ラブル市場向け製品に重点を置いている（IEK, 各年版の 2014 年版 p. 5-19、2015 年版
p. 6-22）。49
このように同社は、通信ネットワーク分野で早期に堅固な土台を築き、マルチメディ




48 ここでの Realtek に関する記述は、特に断りのない限り、同社 HP、財信（2009, pp. 118-119）
に加え、ウィキペディア（https://ja.wikipedia.org/wiki/Realtek#cite_note-1）等の情報も参考にし
た。
49 例えば、Realtek は 2015 年 6 月、スマートコンセント、スマート家電、ホームセキュリティ
ーシステム、スマートセンサー／照明機器など様々な IoT プラットフォーム･デザインに容易に
実装できる Ameba（高性能 CPU＝ARM Cortex-M3 と内蔵メモリを内蔵する）と iCOM（Linux
ベースの小型モジュールによる実績があるソリューションで、DRAM を内蔵）を搭載した、




4.5 LCD Driver IC企業: Novatek、Himax、ILITEK
LCD Driver は、LCD パネルに表示するデータ（色）を電圧に変換し、パネルの各画
素に信号を供給するための回路で通常 IC 化されている。50 LCD ディスプレイの用途が
モニター用から TV 用、携帯などのモバイル用へと広がり、台湾 LCD パネル・メーカ
ーが世界的地位を獲得するに伴い、Driver IC も供給を増やし、台湾 IC 設計業では中心
的な製品カテゴリーの 1 つとなっていった。表 1 中に表れた Driver 企業は、聯詠
（Novatek）、奇景（Himax）、瑞鼎（Raydium）、奕力（ILITEK）、旭曜（Orise）（2014 年
4 月に敦泰〔FocalTech〕が買収を発表し 2015 年 1 月に正式買収された）、矽創（Sitronix）
である。
台湾における LCD Driver 業の歴史を見るならば、1999 年当時の資料では、台湾の LCD
パネルの生産量が一定規模に達したにもかかわらず Driver は輸入に依存しており、主
流となる TFT（thin film transistor）-LCD 用 Driver の開発に着手しているのは Novatek 等
の少数の企業のみとされている（IEK, 各年版の 2000 年版, pp. 伍-33－伍-36）。2000 年
以前は日本メーカーが LCD Driver の主要な供給源であったが、元々グループ内の LCD
パネル・メーカーへの供給が主体であった上に、日本の TFT-LCD パネルのシェアが低
下しそれに伴って日本の Driver のシェアも低下していった。他方、台湾 Driver 業者は、
技術能力が急速に上昇し、加えて国内パネル・メーカーの不断の生産拡充と台湾製
Driver（および Controller）採用比率の持続的上昇により、シェアは増加した。2003 年に
は、大型 TFT-LCD パネル用 Driver の出荷量で世界シェア 20％を超えた（うち Novatek
が 10％、Himax が 7％）（IEK, 各年版の 2004 年版, p. 8-8; 同 pp. 11-18－11-19）。2005 年
から、台湾 LCD パネル・メーカーが LCD TV 用市場に積極参入したのに合わせ Driver
企業も TV 用 IC の比率を高め売上が急増し、同年、台湾 IC 設計業生産額のうち Driver
の生産額が占める割合は 21％となった。また大型パネル用 Driver の売上高で台湾は世
界シェアの 40％以上を占め、日本や韓国を超え第 1 位となった（Novatek が 20％、Himax
が 17％）（IEK, 各年版の 2006 年版, pp. 12-20－12-24）。
その後も、台湾 Driver 企業が売上高で世界のトップクラスに食い込んでおり、次第に
そのシェアを高めている。51 台湾 IC 設計業の売上高上位企業にも Driver を主要製品
50 ちなみに Driver と組み合わせて使うのが Controller で、ディスプレイに送る信号をタイミン
グを合わせて的確に書き込めるようにするのが役割である。
51 例えば、2008 年には、LCD ディスプレイ Driver（大型および中小型ディスプレイ用を含む）
の売上高世界 Top 10 にランクインしている台湾企業は、第 2 位 Himax（シェア 13.5％）、第 3
位 Novatek（11.7％）、第 9 位 Sitronix（3.5％）、第 10 位 Raydium（3.4％）で、この 4 社合計だ
けで世界総売上高の 32.1％となる。なお第 1 位は韓国 Samsung（20.4％）で、その他日本の
NEC やシャープ、東芝、ルネサスなどがランクインしている（IEK, 各年版の 2009 年版, p.7-
51）。2014 年では、Samsung を抑え第 1 位に Novatek（シェア 20.60％）、第 3 位に Himax
（10.28％）、第 6 位に Orise（5.20％）、第 7 位に ILITEK（5.09％）、第 10 位に Sitronix
（3.63％）がランクインし、第 11 位の Raydium（3.52％）を加えると、この 6 社合計だけで
48.32％を占める（Novatek「年報」2014 年版の p. 46、元ソースは “IHS iSuppli Display Driver IC
Market Tracker 2014 Q4”）。
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とする企業が数多く含まれる。例えば、2013 年には Novatek、Himax、Raydium、ILITEK、
Orise の 5 社、2014 年には、Novatek、Himax、ILITEK、Orise／FocalTech の 4 社が売上
高 Top 10 にランクインしている。以下では、主要企業の幾つかを個別に見ていく。
（1）聯詠科技（Novatek）
Novatek は、1997 年、UMC のコンシューマー電子用 IC 設計部門がスピンオフして創
設された。当初、PC 周辺、通信、コンシューマー電子用 IC が中心だったが、1999 年頃
に TFT-LCD Driver 事業に参入した。52 UMC による製造面での支援に加え、UMC と関
係のある LCD パネル・メーカー大手の友達光電（AUO）53 との取引を梃に急成長した。
2008 年の其樂達科技の買収により DVD、Set-Top-Box、Digital Photo Frame 等のコンシ
ューマー分野も取込み、LCD Driver に加え、デジタル・ビデオ＆オーディオ・マルチメ
ディア向け SoC ソリューション事業にも展開した。2014 年の売上高で、LCD Driver が
73％、マルチメディア向け SoC が 26％を占める（Novatek「年報」2014 年版, p. 38）。現
在、LCD ディスプレイ Driver 市場では、世界トップクラスのシェアを有する。
上述のように当初は AUO との取引を背景に成長したが、その後、顧客を分散し、Apple、
HTC、Samsung のような他の大手を含む多数の顧客を開拓した。LCD Driver は LCD パ
ネル・メーカーが自社内あるいは関係会社から調達し垣根を作ることが多い。例えば、
AUO の傘下には瑞鼎（Raydium）があり、奇美（Chi Mei）は Himax を子会社とし、Samsung











52 ここでの Novatek に関する記述は、特に断りのない限り、同社 HP と IEK（各年版）、財信出
版（2009, pp. 120-121）「財經知識庫」（https://www.moneydj.com/）等の各種資料を参考にしてい
る。
53 AUO の前身は、1996 年に設立された明基（Ben Q）旗下の達碁科技である。2001 年に UMC
傘下の聨友光電と合併して友達光電に名を改め、次いで 2006 年に EMS 大手の広達電脳
（Quanta）等によって設立された広輝電子と合併した（AUO の HP より）。
54 2006 年時点の資料によれば、フラット・ディスプレイ技術の進歩は非常に速く、Driver もそ
れに合わせ不断に設計と製造プロセスを更新しなければならない。毎世代の平均製品寿命は僅
か 1～1.5 年で益々短くなる趨勢にある、と指摘されている（IEK, 各年版の 2007 年版, p. 7-35）。
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珮瑜, 2011）。Novatek の技術力の強さは、研究開発投資の多さにその背景の一端を見る
ことが出来る。例えば、2014 年で、同社の研究開発支出は 59.5 億元で、台湾で同社に
次ぐ Driver 企業 Himax の 27.7 億元の 2 倍以上である（付表 1 参照）。
ところで、スマートフォンのディスプレイはタッチパネルになっており、ディスプレ
イとタッチパネルが一体となった内蔵型も普及してきている。これに合わせて、近年、
ディスプレイ用 Driver に Touch（Screen）Controller を統合する動き（TDDI：touch and
display driver integration と呼ばれる）が進んでいる。IC 設計業界でも、Touch Controller
大手の敦泰（FocalTech）による旭曜（Orise）の買収（2015 年）があった。Novatek も 2011
年頃から Touch Controller を出荷し始め、こうしたソリューションのニーズに備えてい
る。
（2）奇景光電（Himax）
Himax は、2001 年、TFT-LCD パネル・メーカー奇美電子（Chi Mei Optoelectronics）
の傘下に創設され、LCD Driver の供給を担ってきた。55 2010 年、群創光電（Innolux、
鴻海グループ）による奇美電子の買収後は Innolux を主要な取引先とする。LCD Driver
に加え、Touch Controller、CMOS Image Sensor、LCOS（liquid crystal on silicon、反射型液
晶パネル）56 等の新分野に多角化している。2013 年には、LCOS を手がける子会社の立
景光電（Himax Display）への Google の出資が話題となった。Google Glass 等へ採用され
る LCOS の設備拡張と増産を促すのが目的である。
なお、上述のように Himax は Chi Mei（2010 年以降は Innolux）の傘下企業として、
Chi Mei／Innolux とその関係企業を主要顧客としてきたが、近年その売上高における比
重が低下してきている。即ち、それら主要顧客のシェアは 2004 年 63.2％、2009 年にも
67.5％と高水準を保っていたが、2010 年から 2014 年は、各々、52.8％、40.8％、34.2％、
22.6％、19.6％と年々低下してきている。これは 2010 年の Innolux による Chi Mei 買収
に伴い、Innolux が LCD Driver の調達先を分散するように方針変更した結果である。




Himax の「年報」2006 年版、2010～2014 年版より）。













に参画した（同氏は、2015 年 4 月現在、IEITEK の執行長の地位にある）。同社は、DRAM
メーカーの力晶（Powerchip。後にファウンドリへ業態転換）等からの投資を受け入れて
いる。
ILITEK は、小型ディスプレイ用 Driver にフォーカスし、中国の「山寨」携帯向けに
照準を合わせ成功した。2009 年時点の資料では、中国の携帯用ディスプレイ Driver 市
場で 7 割近いシェアを持ち「山寨携帯の母」と呼ばれる（なお、MediaTek は「山寨携帯
の父」と呼ばれている）。小型ディスプレイ用 Driver は設計が複雑で難易度が高いこと
に加え、中国の華北地域などでは静電気により Driver IC がしばしば故障するといった
問題もある。ILITEK はこうした問題を解決した上に品質の向上も実現し、顧客の口コ




また ILITEK は、近年、中小型ディスプレイ用 Driver や Touch（Screen）Controller の
分野でも新製品を開発している（ILITEK「年報」2014 年版 p. 50）。2011 年には、Touch
Controller で Amazon の Kindle Fire 用に出荷した。2015 年には、MediaTek 傘下の晨星半
導體（MStar）（厳密にはその子会社の晨發科技）によって買収合併された。MStar は、
元々、LCD モニター／TV 用 Controller を扱っている。この買収は、台湾 IC 設計業界で







Driver も多くの種類がある。近年は、Driver の他、Controller や Touch Controller のよう
なディスプレイ関連 IC 企業の間で買収合併の動きがみられる。




4.6 メモリ関連 IC企業: Phison
IC ファブレスの主戦場は Logic IC と思われているが、初期の頃には応用分野として
メモリの比重も大きかった。即ち、台湾 IC 設計業の応用分野においてメモリのシェア
は、1990 年で 56.0％を占め、その後低下して、1995 年で 13.9％となっている（IEK, 各
年版の 1996 年版, p. 伍-7）。台湾ファブレス Top 10 リストには、メモリ関連 IC 企業も
何社か含まれる。筆者が確認できた限りでは、矽成（ISSI）、晶豪（ESMT）、鈺創（Etron）、
および群聯（Phison）である。前 3 社は、其々、SRAM、ニッチ型 DRAM／Flash Memory、
特殊 Buffer Memory（DRAM）が主力製品であり、Phison は NAND Flash Memory 関連製
品がコアビジネスである（但し、Flash Memory 自体は設計開発していない）。とりわけ
Phison は、2005 年に Top 10 内に姿を現し、その後、高いレベルで安定した業績を残し
ている。以下では、同社について詳しく検討する。
群聯電子（Phison）は、2000 年 11 月に資本金 3,000 万元で設立された｡58 創業者は交
通大学出身の 5 人の若者で（創業当時 20 歳代半ば過ぎ）、うち 2 人は台湾出身者、2 人
はマレーシア籍の華人、1 人はマカオ籍の華人という異色の背景を持つ。うち現董事長
の潘健成（K. S. Pua）氏はマレーシア籍である｡創設当初の 2 年余りは工業技術研究院
の創業育成センターに入居し支援を受けている。Phison は NAND Flash Memory の
Controller IC の設計開発を中核事業とするが、台湾のファブレスとしては珍しく、Flash
関連の完成品（USB メモリ、SD カード、MMC カード、SSD 等）の設計開発、および
Flash 関連のソリューション・ビジネス（後述）を手がけている。
但し、NAND Flash Memory 自体は外部から調達しており、大手 NAND Flash メーカー
（東芝、Hynix）と密接に提携している。とりわけ東芝からは、早くも 2002 年 4 月に投
資を受けている。これは、当時、東芝と Samsung の 2 社しか NAND Flash を作っておら
ず、キーパーツの安定的供給源を確保するのが主な狙いであった。東芝からみると、
NAND Flash は Controller IC がなければ作動せず、コストパフォーマンスに優れた設計
開発力のある Phison とのパートナーシップは有益であった。また Phison は Flash 関連
の完成品／モジュールも扱うので、Flash Memory の販売先としても重要である。当時、
東芝と提携関係にあったイスラエル企業の M-Systems も同年 Phison に投資している。
東芝や M-Systems は、当該分野で多くの重要な特許や市場販路を持ち、こうした先進企
業と協力関係を築けたことで、大手からの技術的支援と「身元保証」を得たこととなり、
Phison の信用力と急速な売上高の上昇につながった。（phis-2009; Yuan, Lin, Kao & Chiu,
2009）。
こうした大手 Flash Memory メーカーとの共存関係を土台に、Phison は顧客のニーズ




の販売もあれば、USB メモリなど Flash Memory と Controller IC を組み込んだ完成品（お
よびモジュール）での販売もある。完成品は OEM／ODM（他社ブランドでの設計・製











Phison は 2005 年に Top 10 内にランクインして以来、安定的に主要ファブレスとして
の地位を維持してきている。その秘訣は、先ず、NAND Flash Controller IC の技術開発で
優れており台湾競合に先行してきたこと、そして、東芝等の大手 Flash Memory メーカ
ーと良好なパートナーシップを維持してきたことである。とりわけ、東芝は NAND Flash
Memory 分野で技術的リーダーの地位にあり、自社のプロセス技術の進歩に追順して
Controller IC を設計開発するパートナーが不可欠である。Phison はそのパートナーとし
て密接な技術的交流を持ち、それが IC 設計のノウハウ学習に繋がったという。59
次に、Phison は、IC の他に Flash 関連の完成品も扱うので儲けが多い。60 したがっ
て、同社のビジネスモデルは、厳密には IC ファブレスとは異なる。IC と完成品を統合




ば、同社の基本戦略は、Flash Memory の Controller やその関連製品という本業を固守し、
冒険を避け、あくまでも経営者が把握できる範囲内で徐々に事業を拡大する。そして、
59 無論、東芝のような大手と提携するには、こちらのコア技術が優れていることが前提条件で
ある。Phison は Controller IC 技術で優れており、NAND Flash 製品の技術的中身も分かっている





60 例えば、創業初期の頃の話で、USB メモリ完成品だと儲けが 50 米ドル、IC だけだと 8 米ド





4.7 小結: 台湾 ICファブレス主要企業（10社）盛衰の経緯
以上 5 グループ 10 社の企業事例をみてきたが、その内容を整理したものが表 2 であ




られたかどうかである。第 2 節では、台湾 IC 設計業の主力応用製品分野は、大まかに
は、「PC 用メモリと Chipset→光学ドライブ／プレイヤー（CD-ROM、DVD 等）→液晶
モニター／TV→モバイル機器（携帯・スマートフォン等）へ」とシフトしてきたと述べ
た。本節で事例として取り上げた企業はみな、少なくとも 1 度はそれに成功している。
第 2 に、成長の勢いがかなりの長期間（例えば、10 年以上）続くかどうかは、次のよ
うな要因にかかっている。即ち、（1）当初のコア技術を複数の応用分野に継続的に適用・
展開できるかどうかである。例えば、LCD Driver 企業のケースでは、液晶パネル自体が、










し、多角化する場合でも MediaTek ほど大々的ではない。Phison のように NAND Flash
Controller IC という比較的狭い本業を固守し、継続的に良好な業績を上げている例もあ
る。もっとも、同社の場合、Flash 関連の完成品／モジュール提供を含むソリューショ













クがないことである。Chipset／CPU 産業の例では、業界盟主 Intel の戦略に翻弄される
運命を免れなかったといえる。





Chipset 企業は，台湾メーカーが PC やマザーボード産業で台頭したのを追い
風に，1990年代から 2000年代初頭にかけて台湾 IC設計業をリードする地位にあ
った。SiS は，台湾 IC 設計業初期のリーディング企業と看做せるが，垂直分業の
趨勢に逆らい 1999 年から自社工場建設に乗り出したことが徒となり急速に存在感
を減じていった。














































Realtek は 1987 年創設で，通信ネットワーク向け（Ethernet カード，WLAN 等）
ICで早期に堅固な土台を築き，マルチメディア向け（LCD Monitor，Smart TV等）














定の大手液晶パネルメーカーとの連携により成長したが（Novatek は AUO と，
Himax は Chi Mei と），Novatek はやがて顧客を分散し，単一顧客に大きく依存し
ない「中立」を方針とするようになった。業界最先端の製品技術がその土台であ
る。他方，Himaxは，2010年に後ろ盾であったChi Meiが Innoluxに買収され，し
















大手 NAND Flash Memory メーカーとの緊密な連携である。Phison は，Controller
IC に加え Flash 関連の完成品／モジュールも扱い（但し，製造はアウトソーシン
グ），顧客のニーズに応じて様々な形で製品・サービスを提供している（その意味















えば、LCD Driver 企業にとっての大手液晶パネル・メーカー、MediaTek や Novatek に




本研究では、先ず、台湾 IC 設計業の発展動向を概観し（第 2 節）、次に、（成功して
いる）台湾 IC ファブレスに概ね共通するであろう戦略ストーリーを（日本企業のそれ
と対比しつつ）描き出した（第 3 節）。さらに主要企業を 5 グループ 10 社選び詳しく事
例分析を行い、同じ台湾企業でも異なる盛衰の軌跡をたどることとなった要因について
検討した（第 4 節）。第 3 節と第 4 節の終わりに既に各節のまとめをしてあるので、こ




外に MStar と Sunplus が参入したが、前者は MediaTek に買収され、後者は後に当事業
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aat-2015 2015年1月26日 台灣類比科技（Advanced Analog Technology）
ait-2007 2007年8月1日 曜鵬科技（Alpha Imaging Technology: AIT）
aver-2007 2007年8月3日 凌泰科技（AverLogic Technologies）
avis-2007 2007年8月2日 八方科技（Avisonic Technology）
emi-2015 2015年1月23日 義明科技（Eminent Electronic Technology）
guc-2013 2013年9月24日 創意電子（Global Unichip Corp.）
mtk-2012 2012年12月7日 聯發科技（MediaTek）
mtk-2015 2015年1月23日 聯發科技（MediaTek）
phis-2009 2009年9月30日 群聯電子（Phison Electronics）
rtk-2007 2007年7月25日 瑞昱半導体（Realtek Semiconductor）
rtk-2012 2012年7月27日 瑞昱半導体（Realtek Semiconductor）
rtk-2013 2013年12月4日 瑞昱半導体（Realtek Semiconductor）
sunp-2007 2007年7月23日 凌陽科技（Sunplus Technology）
sunp-2012 2012年7月25日 凌陽科技（Sunplus Technology）
sunp-2015 2015年1月22日 凌陽科技（Sunplus Technology）







japan-2015 2015年2月5日 日本半導体業界OB 2名，業界ジャーナリスト2名





付表 1 台湾 IC 設計業主要企業（18 社）の概要





























































































































































































































































































































































































































注 2）略語の元の意味は以下の通りである。ASIC=application specific integrated circuit、CD=compact disc、
CPU=central processing unit、DRAM= dynamic random access memory、DSP= digital signal processor、DVD=digital
versatile disc、eMMC= embedded multimedia card、KGD=known-good-die、LCOS=liquid crystal on silicon、
LED=light emitting diode、MCU=micro controller unit、MEMS=micro electro mechanical systems、SD=Secure Digital、
SiP=system-in-a-package、SoC=system-on-a-chip、SRAM=static random access memory、SSD=solid state drive、
STP=set-top-box、TFT-LCD=thin film transistor liquid crystal display、VCD=video-CD、WLAN=wireless local area
network
出所）各社 HP（2016 年 3 月～5 月にかけて閲覧）、「年報」、財訊出版（2007, 2009）、IEK（各年版）、「財經
百科」（http://www.moneydj.com/kmdj/Wiki/WikiHome.aspx）などの各種資料に基づき筆者作成。
矽統科技
Silicon Integrated
Systems（SiS）
Touch Solution等 ①1987年
②簡誠謙／許時中
③450,746千元／－63.5％
④183人／160人（工程師）
⑤297,341千元／66.0％
（以上は，2013年「年報」より）
当初，主に PC／AT互換機向けChipset
ファブレスだったが，1999年に自社8吋
Fab建設と IDMへの転換を発表。しか
し，経営不振により 2003年にUMCの傘
下に入り，2004年には再びファブレスに
戻る。その後，Chipset以外の成長事業を
求めるも，組織改革・非核心部門の分割
を繰り返す（例えば，2007年，DRAMモ
ジュール事業→昱聯科技，2008年，投資
管理，デジタル TV，モバイル機器事業→
各々，矽統投資，聯擘電子，聯鉅
科技）。2009 年から Touch
Solution 事業に着手，2011 年か
ら Chipset 事業から徐々に退き，
コンシューマ製品（Touch
Controller 主軸）にシフト。
